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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】便器本体が床面から離間した状態で設置された
壁掛便器において、便器本体を支持する支持部材の耐久
性を向上させることができる壁掛便器を提供する。
【解決手段】壁掛便器１０は、天井面６、床面２および
周側面３，４，５に囲まれた室内１に設置される便器本
体１１と、便器本体１１を床面２から離間させた状態で
支持する支持部材２０と、備え、支持部材２０は、天井
面６および周側面３，４，５のうちの少なくともいずれ
かに固定されて、床面２から離間した状態で設置される
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井面、床面および周側面に囲まれた室内に設置される便器本体と、
　前記便器本体を前記床面から離間させた状態で支持する支持部材と、
　を備え、
　前記支持部材は、前記天井面および前記周側面のうちの少なくともいずれかに固定され
て、前記床面から離間した状態で設置されることを特徴とする壁掛便器。
【請求項２】
　前記支持部材は、前記周側面に固定されることを特徴とする請求項１記載の壁掛便器。
【請求項３】
　前記室内は、ほぼ直方体形状であり、
　前記周側面は、後側面、左側面、および右側面を含み、
　前記支持部材は、前記左側面および前記右側面に固定されたことを特徴とする請求項２
記載の壁掛便器。
【請求項４】
　前記周側面は、後側面、左側面、および右側面を含み、
　前記支持部材は、前記後側面に固定されたことを特徴とする請求項２記載の壁掛便器。
【請求項５】
　前記支持部材は、前記左側面および前記右側面のうちの少なくともいずれかに固定され
たことを特徴とする請求項４記載の壁掛便器。
【請求項６】
　前記支持部材は、前記左側面および前記右側面に固定されたことを特徴とする請求項５
記載の壁掛便器。
【請求項７】
　前記支持部材は、
　　前記床面と前記天井面との間に延在する縦部材と、
　　前記縦部材の前記天井面の側の端部に接続され、前記天井面に沿って前記周側面に向
かって延在して前記天井面に固定される天井面固定部材と、
　を有することを特徴とする請求項１記載の壁掛便器。
【請求項８】
　前記室内は、ほぼ直方体であり、後側面、左側面、右側面および前側面を含み、
　前記天井面固定部材は、
　　前記後側面と前記前側面との間に延在して前記天井面に固定されることを特徴とする
請求項７記載の壁掛便器。
【請求項９】
　前記天井面固定部材の一方の端は、前記前側面に固定され、
　前記天井面固定部材の他方の端は、前記後側面に固定されたことを特徴とする請求項８
記載の壁掛便器。
【請求項１０】
　前記縦部材は、前記後側面に向かって延在する部分を有し、
　前記後側面に向かって延在する部分の端部が前記後側面に固定されたことを特徴とする
請求項９記載の壁掛便器。
【請求項１１】
　前記縦部材は、前記左側面に向かって延在する部分と、前記右側面に向かって延在する
部分と、を有し、
　前記左測面に向かって延在する部分の端部が前記左側面に固定され、
　前記右側面に向かって延在する部分の端部が前記右側面に固定されたことを特徴とする
請求項９または１０記載の壁掛便器。
【請求項１２】
　前記支持部材を内部に収納するキャビネットをさらに備え、
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　前記キャビネットは、前記床面から離間した状態で装着されることを特徴とする請求項
１～１１のいずれか１つに記載の壁掛便器。
【請求項１３】
　前記支持部材が固定された位置のうち最も上方の位置は、前記キャビネットの天板の近
傍であることを特徴とする請求項１２記載の壁掛便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、便器本体を床面から離間した状態で設置する壁掛便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　便器本体をトイレ室内の床から離間した状態で設置する壁掛便器が、知られている（た
とえば、特許文献１、２参照）。特許文献１に開示された壁掛け式大便器配管ユニットの
固定構造では、配管ユニットが、壁固定材に立設固定されている。特許文献２に開示され
た壁掛便器では、便器本体を床から浮かせた状態で支持する支持部材が床面に固定されて
いる。　
　病院や老人施設、あるいは公衆トイレ等の施設配置型のトイレでは、トイレ室内を清掃
する場合にホース等で水を床にまく湿式清掃が行われることがある。一般住宅用のトイレ
においても、高齢者の在宅医療等の観点から、清掃の形態については、床面のモップによ
るほこり取りや、雑巾がけ等に加えて、湿式清掃が望まれることがある。　
　壁掛便器においては、便器本体が床面から浮いた状態にあるので、便器本体下部の床面
をモップ等により清掃する場合には、至便であり衛生的でもある。しかし、湿式清掃を行
う場合には、金属製のフレームで形成された支持部材や、支持部材を収納する金属製のキ
ャビネットが、水に触れ、劣化するおそれがある。支持部材の耐久性を向上させる点にお
いては、改善の余地がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１１９８７０号公報
【特許文献２】特開２０１３－１０８２２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、かかる課題の認識に基づいてなされたものであり、便器本体が床面から離間
した状態で設置された壁掛便器において、便器本体を支持する支持部材の耐久性を向上さ
せることができる壁掛便器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の発明は、天井面、床面および周側面に囲まれた室内に設置される便器本体と、前
記便器本体を前記床面から離間させた状態で支持する支持部材と、備え、前記支持部材は
、前記天井面および前記周側面のうちの少なくともいずれかに固定されて、前記床面から
離間した状態で設置されることを特徴とする壁掛便器である。
【０００６】
　この壁掛便器によれば、支持部材が床面から離間した状態に支持されるため、ホースで
床面に水を流す湿式清掃が行われた場合にも、支持部材に水が付着することがなく、支持
部材の劣化を防止することができる。
【０００７】
　また、第２の発明は、第１の発明において、前記支持部材が、前記周側面に固定される
ことを特徴とする壁掛便器である。
【０００８】
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　この壁掛便器によれば、支持部材を便器本体の近くに位置する壁面に固定することがで
きるため、支持部材をコンパクトに構成することができる。
【０００９】
　また、第３の発明は、第２の発明において、前記室内は、ほぼ直方体形状であり、前記
周側面は、後側面、左側面、および右側面を含み、前記支持部材は、前記左側面および前
記右側面に固定されたことを特徴とする壁掛便器である。
【００１０】
　この壁掛便器によれば、一般的な直方体形状のトイレ室内において、支持部材を便器本
体の近くに位置する左右の側面に固定することができるため、支持部材をコンパクトに構
成することができる。
【００１１】
　また、第４の発明は、第２の発明において、前記周側面は、後側面、左側面、および右
側面を含み、前記支持部材は、前記後側面に固定されたことを特徴とする壁掛便器である
。
【００１２】
　この壁掛便器によれば、一般的な直方体形状のトイレ室内において、支持部材を便器本
体の近くに位置する壁面である任意の側面に固定することができるため、支持部材を安定
かつコンパクトに構成することができるとともに、施工現場に合わせて自由度の高い支持
部材を構成することができる。
【００１３】
　また、第５の発明は、第４の発明において、前記支持部材は、前記左側面および前記右
側面のうちの少なくともいずれかに固定されたことを特徴とする壁掛便器である。
【００１４】
　この壁掛便器によれば、一般的な直方体形状のトイレ室内において、支持部材を便器本
体の近くに位置する壁面である後側面および左側面、または後側面および右側面のうちい
ずれか一方に選択的に固定することができるため、施工現場の状況に合わせて自由度高く
支持部材を構成することができる。
【００１５】
　また、第６の発明は、第５の発明において、前記支持部材は、前記左側面および前記右
側面に固定されたことを特徴とする壁掛便器である。
【００１６】
　この壁掛便器によれば、一般的な直方体形状のトイレ室内において、後側面、左側面、
および右側面の３面に支持部材を固定することができるので、各壁面にかかる荷重を分散
させることができ、壁面の撓みを抑制することができる。したがって、使用者が便器本体
に腰掛けた場合に、便器本体の下方への沈み込みを抑制することができ、使用者は、安心
して壁掛便器を使用することができる。
【００１７】
　また、第７の発明は、第１の発明において、前記支持部材は、前記床面と前記天井面と
の間に延在する縦部材と、前記縦部材の前記天井面の側の端部に接続され、前記天井面に
沿って前記周側面に向かって延在して前記天井面に固定される天井面固定部材と、を有す
ることを特徴とする壁掛便器である。
【００１８】
　この壁掛便器によれば、固定部を天井面とするため、トイレ室内の周囲の壁面の取付強
度が十分でない場合や、周囲の壁面への固定のみでは、取付強度が十分確保できない場合
であっても、十分な取付強度をもって、支持部材を取り付けることができる。
【００１９】
　また、第８の発明は、第７の発明において、前記室内は、ほぼ直方体であり、後側面、
左側面、右側面および前側面を含み、前記天井面固定部材は、前記後側面と前記前側面と
の間に延在して前記天井面に固定されることを特徴とする壁掛便器である。
【００２０】
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　この壁掛便器によれば、天井面に支持部材を固定した場合に、便器本体にかかる下方の
力によるモーメントを前後方向に延在する梁状の天井面固定部材によって支えることがで
き、使用者が便器本体に腰掛けた場合に、便器本体の下方への沈み込みを抑制することが
でき、使用者は、安心して壁掛便器を使用することができる。
【００２１】
　また、第９の発明は、第８の発明において、前記天井面固定部材の一方の端は、前記前
側面に固定され、前記天井面固定部材の他方の端は、前記後側面に固定されたことを特徴
とする壁掛便器である。
【００２２】
　この壁掛便器によれば、天井面固定部材の両端を前後の壁面に固定させることによって
、便器本体にかかる下方の力によるモーメントを前後の壁面に分散させることができ、使
用者が便器本体に腰掛けた場合に、便器本体の下方への沈み込みを抑制することができ、
使用者は、安心して壁掛便器を使用することができる。
【００２３】
　また、第１０の発明は、第９の発明において、前記縦部材は、前記後側面に向かって延
在する部分を有し、前記後側面に向かって延在する部分の端部が前記後側面に固定された
ことを特徴とする壁掛便器である。
【００２４】
　この壁掛便器によれば、後側面に固定することによって、便器本体にかかる下方の力に
よるモーメントを分散させることができ、使用者が便器本体に腰掛けた場合に、便器本体
の下方への沈み込みを抑制することができ、使用者は、安心して壁掛便器を使用すること
ができる。
【００２５】
　また、第１１の発明は、第９または１０の発明において、前記縦部材は、前記左側面に
向かって延在する部分と、前記右側面に向かって延在する部分と、を有し、前記左測面に
向かって延在する部分の端部が前記左側面に固定され、前記右側面に向かって延在する部
分の端部が前記右側面に固定されたことを特徴とする壁掛便器である。
【００２６】
　この壁掛便器によれば、左右側面に固定することによって、便器本体にかかる下方の力
によるモーメントを分散させることができ、使用者が便器本体に腰掛けた場合に、便器本
体の下方への沈み込みを抑制することができ、使用者は、安心して壁掛便器を使用するこ
とができる。
【００２７】
　また、第１２の発明は、第１～１１のいずれか１つの発明において、前記支持部材を内
部に収納するキャビネットをさらに備え、前記キャビネットは、前記床面から離間した状
態で装着されることを特徴とする壁掛便器である。
【００２８】
　この壁掛便器によれば、キャビネットに水が付着することなく、キャビネットの腐食を
防止することができ、キャビネットの耐久性を向上させることができる。
【００２９】
　また、第１３の発明は、第１２の発明において、前記支持部材が固定された位置のうち
最も上方の位置は、前記キャビネットの天板の近傍であることを特徴とする壁掛便器であ
る。
【００３０】
　この壁掛便器によれば、最も上方の固定位置がキャビネットの天板に近いため、固定位
置にかかるモーメントによる前方向への力を小さくすることができ、支持部材が固定され
る壁面の撓みを抑制することができる。このため、使用者が便器本体に腰掛けた場合に、
便器本体の下方への沈み込みを抑制することができ、使用者は、安心して壁掛便器を使用
することができる。
【発明の効果】
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【００３１】
　本発明の態様によれば、便器本体が床面から離間した状態で設置された壁掛便器におい
て、便器本体を支持する支持部材の耐久性を向上させることができる壁掛便器が提供され
る。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】第１の実施形態に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）、模式的正
面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。
【図２】第１の実施形態に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜視図（ａ）、
および模式的分解組立図（ｂ）である。
【図３】第１の実施形態に係る壁掛便器をトイレ壁面に固定するための壁面を含む構造を
例示的に示す模式的断面である。
【図４】第１の実施形態に係る壁掛便器を固定するトイレ壁面の構造を例示的に説明する
模式的正面図である。
【図５】第１の実施形態に係る壁掛便器を固定するトイレ壁面周辺の隅柱を含む構造を例
示的にあらわす模式的正面図（ａ）、および模式的平面図（ｂ）である。
【図６】第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）
、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。
【図７】第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜視
図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【図８】図７のＢ－Ｂ’における模式的断面図である。
【図９】第１の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）
、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。
【図１０】第１の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜
視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【図１１】第１の実施形態の変形例３に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。
【図１２】第１の実施形態の変形例３に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜
視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【図１３】第２の実施形態に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）、模式的
正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。
【図１４】第２の実施形態に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜視図（ａ）
、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【図１５】第２の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、模式的側面図（ｂ）、および模式的分解組立図（ｃ）である。
【図１６】第２の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視（ａ）
、模式的正面図（ｂ）、および模式的分解組立図（ｃ）である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、各図面中、同
様の要素には同一の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。
【００３４】
　［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）、模式的
正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図２は、第１の実施形態に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜視図（ａ）
、および模式的分解組立図（ｂ）である。　
　図３は、第１の実施形態に係る壁掛便器をトイレ壁面に固定するための壁面を含む構造
を例示的に示す模式的断面である。　
　図４は、第１の実施形態に係る壁掛便器を固定するトイレ壁面の構造を例示的に説明す
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る模式的正面図である。　
　図５は、第１の実施形態に係る壁掛便器を固定するトイレ壁面周辺の隅柱を含む構造を
例示的にあらわす模式的正面図（ａ）、および模式的平面図（ｂ）である。　
　図６は、第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図７は、第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜
視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。　
　図８は、図７（ａ）のＢ－Ｂ’における模式的断面図である。
【００３５】
　図１（ａ）～（ｃ）に示すように、第１の実施形態に係る壁掛便器１０は、床面２、後
側面３、左側面４、右側面５、および前側面７に囲まれたほぼ直方体形形状の空間で構成
されるトイレ室内１に配置される。　
　なお、座標の向きは、図示のとおりとし、すなわち、天井面６から床面２に向かう方向
を下方、平行逆向きを上方とし、左側面４から右側面５に向かう方向を右側方、平行逆向
きを左側方とし、後側面３から前側面７に向かう方向を前方、平行逆向きを後方とする。
以下説明するすべての実施形態は、この座標にしたがう。
【００３６】
　壁掛便器１０は、その下端が床面２から距離ｄ１だけ浮かされた状態（離間した状態）
で、トイレ室内１に設置される便器本体１１と、便器本体１１を支持するとともに、後側
面３、左側面４、および右側面５に固定されることによって便器本体１１を支持する支持
部材２０と、を備える。支持部材２０は、後側面３、左側面４、および右側面５に固定さ
れるので、その下端が距離ｄ２だけ浮いた状態となる。ここで、ｄ１，ｄ２＞０である。
【００３７】
　支持部材２０の構成をより明らかにするために、図２を用いて説明する。　
　図２（ａ）および（ｂ）に示すように、支持部材２０は、支持部材２０をトイレ室内１
の後側面３に固定する後側面固定部材２１を有する。
【００３８】
　後側面固定部材２１は、後側面３および床面２にほぼ平行に、後側面３に沿って、左右
方向に延在する横支柱２１ａと、横支柱２１ａの左右方向の中心からそれぞれ左側方およ
び右側方にほぼ等距離だけ偏在した位置に、横支柱２１ａにほぼ垂直に接続されて上下方
向に延在する支柱２１ｂ，２１ｂと、を有する。
【００３９】
　支持部材２０には、後側面固定部材２１と、支持部材２０に取り付けた便器本体１１と
の間に、便器本体１１への給水および排水のための配管や給水のためのタンクを配置する
スペースが必要であるため、このスペースを形成する構造が必要となる。
【００４０】
　すなわち、縦支柱２１ｂ，２１ｂには、それぞれ便器本体１１が取り付けられる前方に
向かって、縦支柱２１ｂ，２１ｂにほぼ垂直となるように、支柱２１ｂ，２１ｂの下端か
ら便器本体１１の高さ程度の距離だけ離れた位置に便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃ
が接続される。
【００４１】
　また、縦支柱２１ｂ，２１ｂの下端には、便器下部水平位置決め支柱２１ｅ，２１ｅが
便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃとほぼ平行に接続される。　
　便器本体１１を支持部材２０に取り付ける便器締結部２６，２６を形成するために、便
器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃおよび便器下部水平位置決め支柱２１ｅ，２１ｅそれ
ぞれの縦支柱２１ｂ，２１ｂに接続されていない方の端部に、便器垂直位置決め支柱２１
ｄ、２１ｄをその両端部で接続する。　
　さらに、便器本体１１を便器締結部２６，２６とともに、３点で支持して取り付ける便
器下部取付部２７を形成するために、便器下部水平位置決め支柱２１ｅ，２１ｅと、便器
垂直位置決め支柱２１ｄ，２１との接続位置に、便器下部支持支柱２１ｆをその両端部で
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接続する。
【００４２】
　このようにして形成された配管、給水タンク等の配置スペースのための構造において、
使用者が便器本体１１に腰かけたときに、縦部材２１ｂ，２１ｂと、これにほぼ垂直に接
続される便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃおよび便器下部水平位置決め支柱２１ｅ，
２１ｅとの接続部等には、上方に向かう力が印加される。これら接続部の強度を向上させ
るために、縦支柱２１ｂ，２１ｂと、便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃとに、筋交と
して補強部材２２，２２を接続する。また、便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃと、便
器垂直位置決め支柱２１ｄ，２１ｄとに、下部補強部材２３，２３を接続する。
【００４３】
　壁掛便器１０は、トイレ室内１に固定した支持部材２０を、配管や給水タンクとともに
覆うようにして内部に収納し、これらの部材の環境に対する保護とともに、美的印象をあ
げるために、キャビネット１００を更に備える。キャビネット１００は、壁面に固定する
ことによって、支持部材２０の壁面に対する固定位置の荷重負担を軽減することができる
。
【００４４】
　上述した後側面固定部材２１は、たとえば、亜鉛メッキ鋼板による中空の角形材やＬ型
材を溶接や板金加工等周知の技術を用いて形成される。　
　キャビネット１００も、同様に、耐久性の観点から亜鉛メッキ鋼板等の金属製材料を用
いるのが好ましい。
【００４５】
　支持部材２０は、後側面固定部材２１を後側面３に接続し、固定する固定部材２４，２
４を有する。　
　固定部材２４，２４は、縦支柱２１ｂ，２１ｂの角形の形状を覆うように断面コの字に
成形されたカバー部と、カバー部の縁部に形成され、建物の壁面の構造物に支持部材を固
定するボルト等の固定部品Ｂ１を挿通するフリンジ部と、を有する。フリンジ部には、固
定部品Ｂ１が挿通する挿通孔が複数個開口される。
【００４６】
　また、支持部材２０は、後側面固定部材２１の横支柱２１ａを後側面３に接続し、固定
する固定部材３７，３２を有する。横支柱２１ａの角形の形状を覆うように断面コの字に
成形されたカバー部と、カバー部の縁部に形成され、建物の壁面の構造物に挿通して支持
部材２０を固定する固定部品を挿通するフリンジ部と、を有する。フリンジ部には固定部
品Ｂ１が挿通する挿通孔が複数個開口される。　
　なお、固定部材３７，３１は、施工方法の説明において後述するように、左側面固定部
材３６および右側面固定部材３１とそれぞれ一体として形成されるのが好ましい。
【００４７】
　支持部材２０は、支持部材２０を、トイレ室内１の左側面４および右側面５に固定する
左側面固定部材３６および右側面固定部材３１を有する。　
　左側面固定部材３６は、後側面固定部材２１の横支柱２１ａの左側面４側の端部におい
て、横支柱２１ａに接続される。右側面固定部材３１は、後側面固定部材２１の横支柱２
１ａの右側面５側の端部において、横支柱２１ａに接続される。
【００４８】
　左側面固定部材３６の形状と、右側面固定部材３１の形状とは、左右方向に対する中心
線を対称軸とする線対称をなすことから、以下の説明では右側面固定部材３１について説
明するが、左側面固定部材３６についても同様である。
【００４９】
　右側面固定部材３１は、横支柱２１ａの右側面５側の端部に接続された位置から、横支
柱２１ａに対してほぼ垂直に下方へ延在して形成される。　
　右側面固定部材３１は、右側面５に対向しほぼ平行となる面を有する右側面押付部３１
ａを有する。　
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　右側面押付部３１ａは、前方側の縁部および下方側の縁部を押付面に対して内側にＬ字
状に折り曲げることによって、左右方向、上下方向の機械的強度を向上させる。　
　右側面固定部材３１は、右側面押付部３１ａによって右側面５の構造部に接続し、固定
される。一般には、構造部への接続、固定には、壁面を貫通するボルト－ナット等による
固定部品Ｂ１を用いる。ボルト－ナットによる接続固定技術に限らず、建築用のリベット
等その他の周知の接続技術を用いることができる。
【００５０】
　右側面固定部材３１における固定部品Ｂ１の挿通位置について説明する。　
　便器の使用者が便器本体１１に腰掛けたときに、便器本体１１の位置には、便器本体１
１の重量および使用者の体重からなる荷重が下方に向かう力として加わるので、右側面固
定部材３１の天井面６寄りの側には、モーメントによって前方に倒れようとする力が生じ
る。そこで、固定部品Ｂ１の取付位置を、右側面押付部３１ａの下側だけでなく、より天
井面に近い上方の側に形成することによって、より少ない固定部品Ｂ１でも、モーメント
による前方への力を吸収することができる。また、このモーメントによる力をより効果的
に吸収するために、荷重が加わる位置により近い、右側面固定部材３１の前方寄りの側に
固定部品Ｂ１の取付部を形成する。図２（ａ）に示すように、右側面固定部材３１の右側
面押付部３１ａの前方寄りの部分に、上方から下方まで複数の挿通孔を形成して、右側面
固定部材３１を側面に接続し、固定する。左側面固定部材３６についても同様である。
【００５１】
　なお、上述したように、右側面固定部材３１の上方、および前方側に固定部を集中させ
ることによって、より効果的に支持部材２０の壁面への固定を実現することができ、固定
にほとんど寄与しない右側面固定部材３１の中央部は、図示のようにくりぬいて方形の環
状形状とすることによって、部材の軽量化を図ることができる。
【００５２】
　後側面固定部材２１を上述のように構成することによって、少ない部材で後側面に固定
することができ、支持部材２０全体を軽量化することができる。　
　また、後側面固定部材２１は、便器水平位置決め支柱２１ｃ，２１ｃ、便器垂直位置決
め支柱２１ｄ，２１ｄ、便器下部水平位置決め支柱２１ｅ，２１ｅ、および便器下部支持
支柱を有することによって、支持部材２０が固定される後側面３から便器本体１１の取付
位置までのスペースを確保することできる。　
　さらに、左側面固定部材３６および右側面固定部材３１を上述のように構成することに
よって、便器本体１１への荷重よるモーメントが生成する前向きの力を効果的に吸収する
ことでき、構成部材の軽量化を図ることができる。　
　本実施形態の壁掛便器では、便器本体１１および支持部材２０は、床面２から浮かせた
状態を実現することができるとともに、荷重によるモーメントによって発生する前方に向
かう力を抑制して、使用者が便器本体１１に腰掛けたときの便器本体１１の下方への沈み
込みを低減することができる。
【００５３】
　次に、本実施形態の壁掛便器１０を、トイレ室内１に設置する施工方法について説明す
る。　
　図２（ｂ）に示すように、壁掛便器１０は、便器本体１１と、後側面固定部材２１と、
後側面固定部材２１を後側面３に固定する固定部材２４，２４と、左側面固定部材３６と
、右側面固定部材３１とを備えており、施工を行う施工業者は、これらをそれぞれ部品と
して分解して、施工現場に搬入し、施工現場で組み立てる。後側面固定部材２１を後側面
３へ固定する固定部材３７，３２は、それぞれ左側面固定部材３６および右側面固定部材
３１と一体に形成される。なお、固定部材３７，３２の左右側面固定部材３６，３１との
一体化形成を行う場合には、板金加工によってもよく、溶接等の周知の接続技術を用いて
あらかじめ接続されてもよい。
【００５４】
　まず、後側面固定部材２１の横支柱２１ａおよび縦支柱２１ｂ，２１ｂによって形成さ
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れる面をトイレ室内１の後側面３に対向させて、縦位置と横位置を適切な位置において位
置決めをする。　
　次に、固定部材２４，２４を、縦支柱２１ｂ，２１ｂにかぶせて後側面固定部材２１と
ともに後側面３に押し付けて、挿通孔にボルト等の固定部品Ｂ１を挿通して、後側面固定
部材２１を後側面３に接続し、固定する（図３）。
【００５５】
　図３に示すように、後側面３等のトイレ室内１の壁面は、壁材３ａの強度および剛性を
向上させるために、一般的には１２ｍｍ厚の構造用合板４０が壁材３ａの裏側に張り付け
られる。ボルト－ナット等の固定部品Ｂ１は、壁材３ａおよび構造用合板４０を貫通して
挿通され、締結され、固定される。　
　また、図４に示すように、左側面４および右側面５の固定部材を接続、固定する箇所に
は、壁材４ａ，５ａの裏側にそれぞれ構造用合板４２，４１が張り付けられる。　
　なお、マンション等の鉄筋コンクリートの建物の場合には、コンクリートの強度が高い
ので、コンクリートの壁に直接アンカーボルトを打ち付けて、そのアンカーボルトを固定
部材の挿通孔に挿通させてナットで締結するようにしてもよい。
【００５６】
　次に、左側面固定部材３６を、左側面固定部材３６と一体に形成された固定部材３７を
、後側面固定部材２１の横支柱２１ａの左側面４の側の端部にはめこんで、左側面押付部
３６ａの面を左側面４に押し当てて、挿通孔に固定部品Ｂ１を挿通することによって、左
側面４に接続し、固定する。　
　右側面５についても、右側面固定部材３１を同様に配置し、接続し、固定する。　
　固定部材３７，３１の挿通孔に固定部品Ｂ１を挿通し、後側面３に接続し、固定する。
【００５７】
　なお、建物の構造によっては、トイレ室内１の角部分に隅柱４６，４５が入れられてい
る場合があるので、そのような場合には、図５に示すように、隅柱４６，４５の箇所にも
それぞれ固定部材３７，３２によって接続、固定することによって、建築躯体に支持部材
を直接固定することができる。　
　また、上述した施工後に、固定部材３７，３１と、後側面固定部材２１の横支柱２１ａ
とを接続、固定する必要は必ずしもないが、接続、固定する場合には、溶接や、ボルト挿
通、あるいは建築用リベット等による周知の接続技術を用いる。ボルト挿通によって固定
する場合には、壁面の構造物を挿通して接続、固定することにより、より堅固に支持部材
２０をトイレ室内１の壁面に固定することができる。
【００５８】
　このようにして、本実施形態の壁掛便器１０は、住宅建築の施工現場に容易に持ち込む
ことができ、簡便に組み立て、施工を行うことができる。
【００５９】
　［第１の実施形態、変形例１］
　図６は、第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図７は、第１の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜
視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。　
　図８は、図７（ａ）のＢ－Ｂ’における模式的断面図である。
【００６０】
　上述の実施形態では、支持部材をトイレ室内１の後側面３、左側面４、および右側面５
の３側面に固定する場合について説明した。以下説明するように、支持部材を、左側面４
、および右側面５の２つの面に固定することによっても、支持部材の下部を床面２から浮
かせた状態で支持するようにすることができる。
【００６１】
　図６（ａ）～（ｃ）に示すように、本実施形態の変形例１の壁掛便器５０は、便器本体
１１と、便器本体１１をトイレ室内１の左側面４および右側面５に固定することによって
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支持する支持部材５１と、を備える。便器本体１１の下部は、床面２から距離ｄ１だけ離
間して配置され、支持部材５１も、左右側面４，５に固定されているので、支持部材５１
の最下部から床面まで距離ｄ２だけ浮かせることができる。　
　図７（ａ）および（ｂ）に示すように、本変形例の壁掛便器５０の、便器本体１１を支
持し、左側面４および右側面５に固定される支持部材５１は、後側面３および床面２にほ
ぼ平行して、左右方向に向かって延在する横支柱５１ａ，５１ａを有する。２つの横支柱
５１ａ，５１ａは、両端をそろえてほぼ平行に配置される。
【００６２】
　また、支持部材５１は、横支柱５１ａ，５１ａの左右方向のほぼ中心からやや左側方お
よび右側方に偏在してそれぞれ配置され、横支柱５１ａ，５１ａにほぼ垂直になるように
、その両端がそれぞれ横支柱５１ａ，５１ａに接続された縦支柱５１ｂ，５１ｂを有する
。　横支柱５１ａ，５１ａと縦支柱５１ｂ，５１ｂとは、一体として形成される。
【００６３】
　支持部材５１の上側の横支柱５１ａの両端には、上部固定部材５３，５２が接続される
。上部固定部材５３，５２は、それぞれ左側面４および右側面５に対向するように面状に
形成されており、左側面４および右側面５に押し付けられて、上述の実施形態と同様にボ
ルト等の固定部品Ｂ１を用いて、左側面４および右側面にそれぞれ接続され、固定される
固定部５３ａ，５２ａを有する。　
　下側の横支柱５１ａの両端にも同様に、下部固定部材５５，５４が接続される。下部固
定部材５５，５４は、左側面４および右側面５に対向するように面状に形成されて、左側
面４および右側面５に押し付けられて、固定部品Ｂ１を用いて、左側面４および右側面に
それぞれ接続され、固定される固定部５５ａ，５４ａを有する。
【００６４】
　縦支柱５１ｂ，５１ｂには、便器本体１１を接続するために、下側の横支柱５１ａの位
置から便器本体の厚さ程度の位置であって、便器本体１１の締結部と接続するための便器
締結部６６，６６が形成される。
【００６５】
　下側の横支柱５１ａには、便器本体１１を、上述の便器締結部６６，６６とともに３点
で支持して取り付ける便器下部取付部６７が形成される。
【００６６】
　本変形例においては、施工現場に搬入して組み立て、施工を行うために、横支柱５１ａ
，５１ａおよび縦支柱５１ｂ，５１ｂからなる部品は、一体として形成されたものであり
、横支柱５１ａ，５１ａの両端に接続される上部固定部材５３，５２および下部固定部材
５５，５４は、それぞれ単一の部品である。
【００６７】
　図８に示すように、横支柱５１ａは、中空の角形材であり、上部固定部材５２も中空の
角形材である。上部固定部材５２の内径に横支柱５１ａを挿入し、左右の側面との接続距
離を確認しながら、上部固定部材５２の横支柱５１ａに対する位置を調整し、適切な箇所
に、挿通孔を開口して、ボルト等の固定部品Ｂ１を挿通して固定する。他の箇所について
も同様に、左側面４と右側面５との距離を調整しながら横支柱５１ａと固定部材とを接続
し、固定する。
【００６８】
　なお、本変形例では、配管や給水タンクを配置するためのスペースを確保するために、
支持部材５１の固定部材を固定する位置は、後側面３からこのスペースに対応する距離だ
け離れた位置となる（図６（ｃ））。
【００６９】
　本変形例では、左側面４および右側面５に支持部材５１を固定するので、後側面３の側
に構造用合板を張り付けることができない等で強度が確保できない場合や、支持部材の固
定のための壁面の位置に凹凸があって、固定の強度が十分確保できない場合等に適応でき
る。　
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　縦支柱５１ｂ，５１ｂの長さを相当程度とり、上下の横支柱５１ａ，５１ａの間隔を十
分とることによって、上側の横支柱５１ａを後側面３に固定するときに、より上方側を固
定することができる。したがって、便器本体１１に使用者が腰掛けたときの下方への荷重
によるモーメントによって生成される前方に向かう力を効果的に吸収することができる。
【００７０】
　［第１の実施形態、変形例２］
　図９は、第１の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図１０は、第１の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的
斜視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【００７１】
　本変形例の壁掛便器６０では、支持部材６１を後側面３に固定することによっても、便
器本体１１および支持部材を床面２から浮かせて設置することができる。
【００７２】
　図９（ａ）～（ｃ）に示すように、本変形例の壁掛便器６０は、便器本体１１と、便器
本体１１をトイレ室内１の後側面３に固定することによって支持する支持部材６１と、を
備える。便器本体１１の下部は、床面２から距離ｄ１だけ浮かせた状態で配置され、支持
部材６１も、支持部材６１が後側面３に固定されているので、支持部材６１の最下部から
床面２まで距離ｄ２だけ浮かせて設置される。
【００７３】
　本変形例では、上述した第１の実施形態において、左側面固定部材３６および右側面固
定部材３１を削除し、左側面固定部材３６および右側面固定部材３１に一体化された固定
部材３７，３２を別部品である固定部材２４，２４に置き換えたものである点で相違する
。
【００７４】
　すなわち、支持部材６１は、後側面３に沿って左右側方に延在する横支柱６１ａと、横
支柱６１ａの左右方向の中心からそれぞれ左側方および右側方にほぼ等距離だけ偏在した
位置に、横支柱６１ａとほぼ垂直に接続されて上下方向に延在する縦支柱６１ｂ，６１ｂ
とを、有する。
【００７５】
　本変形例の壁掛便器６０では、配管および給水タンクの配置スペースを確保するために
、以下の構造を有する。　
　すなわち、縦支柱６１ｂ，６１ｂには、それぞれ、便器本体１１が取り付けられる前方
に向かって横支柱６１ａ，６１ａにほぼ直角となるように、縦支柱６１ｂ，６１ｂの下端
から便器本体１１の高さ程度の距離だけ位置に便器水平位置決め支柱６１ｃ，６１ｃが接
続される。
【００７６】
　また、縦支柱６１ｂ，６１ｂの下端には、便器下部水平位置決め支柱６１ｅ，６１ｅが
便器水平位置決め支柱６１ｃ，６１ｃとほぼ平行に接続される。
【００７７】
　便器本体１１を支持部材６１に取り付ける便器締結部６６，６６を形成するために、便
器水平位置決め支柱６１ｃ，６１ｃおよび便器下部水平位置決め支柱６１ｅ，６１ｅそれ
ぞれの、縦支柱６１ｂ，６１ｂに接続されていない方の端部に、便器垂直位置決め支柱６
１ｄ，６１ｄをその両端部で接続する。
【００７８】
　さらに、便器本体１１を便器締結部６６，６６とともに、３点で支持して取り付ける便
器下部取付部６７を形成するために、便器下部水平位置決め支柱６１ｅ，６１ｅと、便器
垂直位置決め支柱６１ｄ，６１ｄとの接続位置に、便器下部支持支柱６１ｆをその両端部
で接続する。
【００７９】
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　固定部材２４は、上述した第１の実施形態において説明したものと同じものであり、横
支柱６１ａを後側面３に固定する場合にも、縦支柱６１ｂを固定部材２４，２４を用いて
後側面３に固定する場合と同様にして固定することができる。
【００８０】
　本変形例では、トイレ室内１の左右方向の幅が長く、支持部材６１の左右長さが十分で
ない場合や、左右方向の長さが足りても、左右方向の壁面の強度が十分確保できない場合
等に適応できる。
【００８１】
　［第１の実施形態、変形例３］
　図１１は、第１の実施形態の変形例３に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（
ａ）、模式的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図１２は、第１の実施形態の変形例３に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的
斜視図（ａ）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【００８２】
　本変形例においては、支持部材７１を左側面４および後側面３に固定することによって
、便器本体１１および支持部材７１を床面２から浮かせて設置することができる。なお、
同様にして、支持部材を右側面５および後側面３に固定することによって、便器本体１１
および支持部材を床面から浮かせて設置することができ、このような場合も本変形例に含
まれる。
【００８３】
　図１１（ａ）～（ｃ）に示すように、本変形例の壁掛便器７０は、便器本体１１と、便
器本体１１をトイレ室内１の左側面４および後側面３に固定することによって支持する支
持部材７１と、を備える。便器本体１１の下部は、床面２から距離ｄ１だけ浮かせて配置
され、支持部材７１も、後側面３に固定されているので、支持部材７１の最下部から床面
２まで距離ｄ２だけ浮かせられる。
【００８４】
　図１２（ａ）および（ｂ）に示すように、支持部材７１は、左側面固定部材７３と、後
側面固定部材７２と、便器支持部材７４と、を有する。　
　左側面固定部材７３は、左側面４に対向して配置され、左側面４に支持部材７１を固定
するための部材である。左側面固定部材７３は、左側面４に沿ってほぼ水平に配置される
横支柱７３ａ，７３ａと、左側面４に沿って横支柱７３ａ，７３ａのそれぞれの両端部に
接続される縦支柱７３ｂ，７３ｂとを有する。横支柱７３ａ，７３ａおよび縦支柱７３ｂ
、７３ｂは、長方形状の輪郭を形成し、かかる長方形状の輪郭に囲まれる面が左側面４に
対向して配置される。
【００８５】
　後側面固定部材７２は、後側面３に対向して配置され、後側面３に支持部材７１を固定
するための部材である。後側面固定部材７２は、後側面３に沿ってほぼ水平に配置される
横支柱７２ａ，７２ａと、後側面３に沿って横支柱７２ａ，７２ａのそれぞれの両端部に
接続される縦支柱７２ｂ，７２ｂと、を有する。横支柱７２ａ，７２ａおよび縦支柱７２
ｂ，７２ｂは、長方形状の輪郭を形成し、かかる長方形状の輪郭に囲まれる面が後側面３
に対向して配置される。　
　後側面固定部材７２は、左側面４の側の縦支柱７２ｂが、左側面固定部材７３の後側面
３の側の縦支柱７３ｂと接続され、上述した左側面固定部材７３の輪郭がなす面と、後側
面固定部材７２の輪郭がなす面との形成する角度は、トイレ室内１の角部がほぼ直角をな
す場合には、その角度に合わせてほぼ直角になる。
【００８６】
　左側面固定部材７３および後側面固定部材７２は、それぞれ左側面４および後側面３に
対向する面を対向させ、各部材の対向面を左側面４および後側面３に押し付けるようにし
て、各部材にボルト等の固定部品Ｂ１の挿通して、それぞれの壁面に接続され、固定され
る。
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【００８７】
　便器支持部材７４は、便器本体１１を支持部材７１に取り付ける構造を提供するための
部材である。便器支持部材７４は、床面２に対してほぼ平行に延在する横支柱７４ａ，７
４ａと、横支柱７４ａ，７４ａとほぼ直角をなし、横支柱７４ａ，７４ａのそれぞれの両
端に接続される縦支柱７４ｂ，７４ｂと、を有する。さらに、便器支持部材７４は、横支
柱７４ａ，７４ａの両端に沿う方向のほぼ中心からそれぞれの両端の側に偏在して、縦支
柱７４ｂ，７４ｂにほぼ平行して配置され、その両端が横支柱７４ａ，７４ａに接続され
る縦支柱７４ｃ，７４ｃを有する。便器支持部材７４の左側面４の側の縦支柱７４ｂは、
左側面固定部材７３の縦支柱７３ｂと接続され、便器支持部材７４の後側面３の側の縦支
柱７４ｂは、後側面固定部材７２の縦支柱７３ｂと接続される。
【００８８】
　左側面固定部材７３、後側面固定部材７２、および便器支持部材７４の縦支柱７３ｂ，
７２ｂ，７４ｂ，７４ｃは、すべてほぼ同じ長さである。　
　便器支持部材７４の縦支柱７４ｃには、便器本体１１を取り付けるための便器締結部７
６，７６が形成されており、下側の横支柱７４ａには、便器締結部７６，７６とともに３
点で便器本体を取り付けて、支持する便器下部取付部７７が形成される。　
　本変形例では、左側面および後側面に支持部材７１を固定することができるので、左右
の側面の距離が長い場合や、右側面の強度、剛性に問題がある場合、あるいは、配管の引
き回し、便器の位置を前側面７に相対させることができない場合等に適応できる。
【００８９】
　［第２の実施形態］
　図１３は、第２の実施形態に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（ａ）、模式
的正面図（ｂ）、および模式的側面図（ｃ）である。　
　図１４は、第２の実施形態に係る壁掛便器の主要部の構成を例示する模式的斜視図（ａ
）、および模式的分解組立図（ｂ）である。
【００９０】
　上述した第１の実施形態では、トイレ室内１のいずれかの側面に支持部材を固定するこ
とによって、支持部材を床面２から浮かせて設置したが、本実施形態では、天井面６に支
持部材８１を固定することによって、支持部材を床面２から浮かせるようにすることがで
きる。
【００９１】
　図１３（ａ）～（ｃ）に示すように、第２の実施形態に係る壁掛便器８０は、床面２、
後側面３、左側面４、右側面５、天井面６、および前側面７に囲まれたほぼ直方体形状の
空間で構成されるトイレ室内１に配置され、便器本体１１と、便器本体１１を支持する支
持部材８１と、を備える。壁掛便器８０は、支持部材８１を内部に収納するキャビネット
２００を更に備える。
【００９２】
　支持部材８１は、天井面６と床面２との間に上下方向にほぼ垂直に延在する縦部材８１
ａ，８１ａと、縦部材８１ａ，８１ａの天井面６の側の端部が接続され、天井面６に沿っ
て前側面７と後側面３との間に延在して天井面６に固定される天井面固定部材８１ｂ，８
１ｂと、を有する。　
　天井面固定部材８１ｂ，８１ｂは、その両端に接続された前側面固定部８４，８４と、
後側面固定部８５，８５と、を有する。
【００９３】
　図１４（ａ）および（ｂ）に示すように、天井面固定部材８１ｂ，８１ｂは、角形材で
あり、天井面６に対向する２つの面には、挿通孔が開口されており、図８に示した場合と
同様に、天井面６を構成する壁材６ａと壁材６ａの裏側に張り付けられた構造用合板４０
を貫通してボルト等の固定部品Ｂ１によって接続され、固定される。天井面固定部材８１
ｂ，８１ｂの天井面６に沿う方向に複数の固定部品Ｂ１を締結することによって壁面への
固定強度を確保することができる。
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【００９４】
　前側面固定部８４および後側面固定部８５は、前側面７および後側面３にそれぞれ対向
して配置され、固定部品Ｂ１によって前側面７および後側面３に固定される。　
　なお、縦部材８１ａ，８１ａと、天井面固定部材８１ｂ，８１ｂとを接続するのに、接
続部材８２を用いるが、図８で示した場合と同様に、接続部材８２の内径に、縦部材８１
ａ、天井面固定部材８１ｂを挿入して、位置調整、長さ調整をした後、貫通孔を形成して
固定部品Ｂ１によって固定する。
【００９５】
　ここで、便器本体１１が縦部材８１ａ，８１ａの下端部付近に取り付けられ、使用者が
便器本体１１に腰掛けたときには、便器本体１１の重量および使用者の体重からなる荷重
が便器本体１１の下方に向かってかかることとなる。そのため、縦部材８１ａ，８１ａが
天井面固定部材８１ｂ，８１ｂと接続されている接続部分のまわりに発生するモーメント
によって、縦部材８１ａ，８１ａの上方端部には前方に向かう力がかかる。このモーメン
トによる前方に向かう力を受けるために縦部材８１ａ，８１ａと天井面固定部材８１ｂ，
８１ｂとの間に筋交として補強部材８３を追加する。補強部材８３を付加することによっ
て、接続部分のまわりで発生するモーメントによって、縦部材８１ａ，８１ａが前方に倒
れようとするのを防止する。このため、便器本体１１に使用者が腰掛けたときに、便器本
体１１が下方に沈み込むのを軽減することができる。　
　本実施形態では、天井面６に支持部材８１を固定するので、トイレ室内１の各側面に支
持部材８１を固定することができる程度の強度を確保できない場合等に適応できる。
【００９６】
　［第２の実施形態、変形例１］
　図１５は、第２の実施形態の変形例１に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視図（
ａ）、模式的側面図（ｂ）、および模式的分解組立図（ｃ）である。
【００９７】
　上述の第２の実施形態では、縦部材８１ａ，８１ａと縦部材８１ａ，８１ａにほぼ垂直
に接続される天井面固定部材８１ｂ，８１ｂとのモーメントによる荷重を、筋交となる補
強部材８３を追加することによって受けたが、本変形例では、後側面３に向かって延在す
る支柱を後側面３に固定することによって上述のモーメントによる力を受けようとするも
のである。
【００９８】
　すなわち、図１５（ａ）～（ｃ）に示すように、垂直方向に延在する縦部材９１ａ，９
１ａと縦部材９１ａ，９１ａの天井面６の側の端部に接続され、天井面６に沿って、前側
面７と後側面３の方向に延在する天井面固定部９１ｂ，９１ｂと、縦部材９１ａ，９１ａ
の床面２の側の端部に一方の端部が接続され、床面２にほぼ平行して後側面３に向かって
延在する後側面支持部材９６，９６と、を有する。
【００９９】
　後側面支持部材９６，９６は、他方の端部に後側面３に対向する面によって後側面３に
後側面支持部材９６，９６を固定する後側面固定部９６ａ，９６ａを有する。　
　使用時に便器本体１１の下方に向かう荷重によって発生するモーメントは、縦部材９１
ａ，９１ａの下端部においては、後方向に向かう力となる。したがって、後側面固定部９
６ａが後側面３に固定されることによって、後側面支持部材９６および後側面固定部９６
ａがこの力を吸収し、便器本体１１が沈み込むのを軽減することができる。
【０１００】
　［第２の実施形態、変形例２］
　図１６は、第２の実施形態の変形例２に係る壁掛便器の構成を例示する模式的斜視（ａ
）、模式的正面図（ｂ）、および模式的分解組立図（ｃ）である。
【０１０１】
　本変形例では、便器本体１１に関する荷重によるモーメントの生成によって支持部材下
端側の後方向への力を、左右側面４，５に縦部材を固定することによって吸収し、便器本
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【０１０２】
　すなわち、図１６（ａ）～（ｃ）に示すように、支持部材１１１は、垂直方向に延在す
る縦部材１１１ａ，１１１ａと縦部材１１１ａ，１１１ａの天井面６の側の端部に接続さ
れ、天井面６に沿って前側面と後側面の方向に延在する天井面固定部材１１１ｂ，１１１
ｂと、縦部材１１１ａ，１１１ａの床面２の側の端部に接続され、床面２にほぼ平行して
左右方向に延在する左右側面支持部材１１７と、を有する。
【０１０３】
　左右側面支持部材１１７は、その両端に、左右側面支持部材１１７を左側面４および右
側面５に固定する左右側面固定部１１７ａ，１１７ａを有する。　
　左右側面支持部材１１７が左右側面４，５に固定されることによって、縦部材１１１ａ
，１１１ａの下端部の後側面３の方への力を分散させることができる。　
　なお、本変形例の左右側面支持部材１１７に、上述の変形例の後側面支持部材を追加す
るようにしてもよいのは言うまでもない。
【０１０４】
　以上、本発明の実施の形態について説明した。しかしながら、本発明はこれらの記述に
限定されるものではない。上述した実施の形態に関して、当業者が適宜設計変更を加えた
ものも、本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。たとえば、便器本
体１１や壁面の材質、構造や、トイレ室内の形状、さらには支持部材を構成する支柱等の
各要素の形状、製法、材質、配置などは、例示したものに限定されるわけではなく、適宜
変更することができる。
【符号の説明】
【０１０５】
　１　トイレ室内、２　床面、３　後側面、４　左側面、５　右側面、６　天井面、７　
前側面、１０，５０，６０，７０　壁掛便器、１１　便器本体、２０，５１，６１，７１
　支持部材、３１　右側面固定部材、３６　左側面固定部材、４０　構造用合板、８０，
９０，１１０　壁掛便器、８１，９１，１１１　支持部材、１００，２００　キャビネッ
ト
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